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左右房室弁の疣贅性心内膜炎を認めた
ホルスタイン種乳牛の1症例
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要 約

3歳6カ月齢のホルスタイン種乳牛が、分娩2カ月後に食欲不振を主訴に受診した。第6病日には肺音粗励
と心音混濁が確認され、心内膜炎を疑った。第13病日の血液生化学検査では慢性炎症像が確認され、また心音
心電図解析の結果、Ⅰ音分裂と延長、および二峰性P波がみられた。さらに心臓超音波検査では、僧帽弁の疣
贅物と僧帽弁逆流、左心室と左心房の拡張が認められた。第16病日に実施された病理解剖では、僧帽弁に3×
2×2cm大、三尖弁に3×1×1cm大の疣贅物がそれぞれ確認されたほか、腎梗塞および左肩と左膝の関節
炎がみられた。細菌学的検索では疣贅物、肺、腎臓、関節からは細菌が分離されず、心内膜炎とその他病変と
の関係性を解明することができなかった。
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は じ め に

疣贅性心内膜炎は、細菌が感染巣から血中に入り心内
膜に付着した後、疣贅物を形成して弁膜の機能異常を引
き起こす疾患である。牛の疣贅性心内膜炎は右心系に多
発し、心室中隔欠損などの心奇形例を除くと左心系での
発生報告は少ない［1－5］。今回、心奇形がないにも関わ
らず、三尖弁のみならず、僧帽弁にも疣贅性心内膜炎を
認めた症例に遭遇したため、その概要について報告する。

症 例

症例は3歳6カ月齢、ホルスタイン種の雌牛で、分娩
2カ月後に食欲不振を主訴に受診した。初診時、体温
39．2℃、心拍数112回／分で、第一胃運動が微弱で内容物
が充満していたため、硫酸マグネシウム水和物を用いて
緩下剤治療を行った。
第2病日に食欲はやや増加し、メチル硫酸ネオスチグ

ミンにより腸蠕動を促したが、第6病日には肺音粗励と
心音混濁が確認され、セファゾリンナトリウムが投与さ
れた。そして第13病日に病性鑑定のため自家廃用畜とし
て帯広畜産大学へ搬入された。
搬入時、体温38．8℃、心拍数104回／分、呼吸数60回／

分で、削痩しており、背弯姿勢、頸静脈怒張・拍動およ
び発咳を認めた。聴診では、左側心基底部を最強点とす
るⅠ音分裂音が聴取され、また、肺音は粗励であった。
心音図解析の結果、Ⅰ音の分裂および延長が記録された
（図1）。また、心電図解析では二峰性のP波がみられ
た（図1）。さらに心臓超音波検査では、僧帽弁の疣贅
物（図2）と僧帽弁逆流、左心室および左心房の拡張が
認められた。一方、三尖弁には疣贅物は確認できなかっ
た。血液検査では貧血がみられ、血液生化学検査では総
タンパク質とグロブリンの高値、A／G比の低値が認め
られた（表1および図3）。僧帽弁の疣贅物が認められ
たため、菌血症の可能性を考慮して、第14病日に血液の
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表1．血液および血液生化学検査所見（第13病日）

RBC ⚓ɽ⚖⚔̫ ⚑⚐⚖ʗμl BUN ⚑⚐ɽ⚕mg�dl
Hb ⚕ɽ⚘g�dl Creatinin ⚐ɽ⚕mg�dl
Ht ⚑⚖ɽ⚙̀ AST ⚘⚔U�l
Platelet ⚔⚖ɽ⚓̫ ⚑⚐⚔ʗμl ALP ⚙⚑U�l
WBC ⚕ɼ⚗⚐⚐ʗμl GGT ⚒⚖U�l
Sta ⚐ʗμlʢ⚐ˋʣ LDH ⚑ɼ⚑⚒⚑U�l
Seg ⚓ɼ⚗⚐⚕ʗμlʢ⚖⚕̀ ʣ TP ⚘ɽ⚓g�dl
Lym ⚑ɼ⚖⚕⚓ʗμlʢ⚒⚙̀ ʣ Albumin ⚑ɽ⚗g�dlʢ⚒⚐ɽ⚕̀ ʣ
Mon ⚓⚔⚒ʗμlʢ⚖ˋʣ α-globulin ⚑ɽ⚔g�dlʢ⚑⚖ɽ⚙ˋʣ
Eos ⚐ʗμlʢ⚐ˋʣ β-globulin ⚐ɽ⚗g�dlʢ⚘ɽ⚔ˋʣ

γ -globulin ⚔ɽ⚕g�dlʢ⚕⚔ɽ⚒ˋʣ
AʗG ⚐ɽ⚒⚕

図1．心音心電図検査所見。心音は両側心基底部から記録した。心音図解析ではⅠ音分裂および延長（矢印）が記録
された。心電図解析では二峰性のP波が記録された。
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図3．蛋白分画泳動では、強い慢性炎症像が認められた。

図2．右胸壁からの心臓超音波検査所見。僧帽弁に疣贅
物の付着が認められた（矢印）。
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図4．弁膜に形成された疣贅物を矢頭で示す。（A）僧房弁にみられた疣贅物、（B）三尖弁にみられた疣贅物
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可能性は否定できない。常在菌が検出された際には、コ
ンタミネーションを否定するために、採血部位を変える、
あるいは複数回の検査を実施するべきであったと思われ
た。
一般的に牛の疣贅性心内膜炎は関節炎、乳房炎、子宮

内膜炎、肝膿瘍などの化膿性病巣から、細菌が静脈血行
性に心臓、とくに右心系に達して発生する［1－5］。いっ
ぽう、左心系（僧帽弁および大動脈弁）においては、肺
炎を原発とした疣贅性心内膜炎が報告されており［8、9］、
本症例においても生前は肺炎起源の左心系心内膜炎が疑
われた。肺には化膿性肺炎像は認められないものの、組
織学的には軽度の炎症性細胞浸潤が認められていること
から、経気道性に細菌が体内に侵入した可能性も否定で
きないと思われる。犬、猫およびヒトの心内膜炎は皮膚、
口腔、尿路、肺およびその他臓器からの細菌感染による
菌血症に起因し、僧帽弁および大動脈弁に多発する［10］。
本症例でも、他の動物種同様、全身感染症の一分症とし
て左右房室弁に病巣が形成された可能性も考えられた。
ただし、細菌学的検索で肺、腎臓および関節材料からは
細菌が分離されなかったため、心内膜炎とその他病変と
の関係性を解明することはできなかった。
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